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問 222（物理・化学・生物）

下図に示すように、レボドパは、末梢で酵素Ａが触媒する反応によってドパミン

に、カテコール︲O︲メチルトランスフェラーゼ（COMT）によるメチル化によって

代謝物Ｂに変換される。以下の記述のうち、正しいのはどれか。2つ選べ。

ドパミン レボドパ
酵素Ａ COMT

代謝物Ｂ

1　レボドパは、ラセミ体である。

2　酵素Ａによる反応は、アミノ基転移反応である。

3　酵素Ａによる反応は、ビタミン B6 に由来する補酵素によって促進される。

4　レボドパよりもドパミンの方が、脳内へ移行しやすい。

5　代謝物Ｂは、レボドパ分子内のヒドロキシ基がメチル化されたものである。

問 223（実務）

入院後、レボドパ・カルビドパ配合錠を ₁ 回 ₁ 錠、 ₁ 日 ₃ 回から ₁ 回 ₁ 錠、 ₁ 日 

₅ 回に増量したが、症状が改善しなかったため、さらに薬剤を追加することとなっ

た。この患者に追加する薬剤の候補として適切なのはどれか。2つ選べ。

1　イストラデフィリン錠

2　エンタカポン錠

3　セレギリン塩酸塩錠

4　サフィナミドメシル酸塩錠

5　ラサギリンメシル酸塩錠
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